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　特集は 7本の記事を集めた「自然言語処理の高度化による知的生産性の向上」（エディタ
田淵仁浩，ゲストエディタ辻井潤一，橋田浩一）で，もともとは何か研究会のワークショップ
らしいが，エディタに無理をいい，会誌用にまとめなおして貰った．これを読むと情報を氾
濫させぬに如かずかと納得しつつも会誌を発行し続けるこの矛盾．
　「ボイスウェブの可能性－VoiceXML概説－」（荒木雅弘）は最近流行りのウェブからの申
込みなどを音声でやろうというものだ．今や万人が所持する携帯電話の窓と押しボタンでや
った方が楽なのではと編集子は思うがそうでもないのか．そういえば先日留守電にアンケー
トがきた．再生すると「何々の時は 1を押して」と空しい．
　万人所持の携帯電話は一足さきにケーブルから独立した．大体の場所で電波が来ていて
接続できる．パソコンの方はイーサーケーブルを引きずってきたが，次第に無線LANが増
えてきて，自由になりつつある．近くの適当な基地につなぎ，なにも気にせずに使おうとい
うのが小菅昌克ほかの「アドホックネットワークが開く新しい世界（前編）」である．ところ
でMobiHoc2004 は日本開催．アドホックに決まったのではない．
　横文字表題の記事が続いて恐縮だが，藤井拓の「アジャイルなソフトウェア開発における
モデリング」は思い立ったが吉日プログラミングというべきか．agile = quick らしい．
　ITソリューション営業をサポートせんとする試み「企業におけるナレッジマネジメントの
実践」を桑原通江が事例として書く．似たようなプロジェクトは多々あれど，コンテンツを
皆が進んで入力してくれるような環境を用意するのが成功への捷径であろう．
　名著名論は弓場敏嗣にCodd の Relational Data Model を，また島田俊夫にDennis の Data 
Flow Procedure Language を書いて貰う．4月号本欄にCodd の自己増殖の紹介があったば
かりだが，Coddとしては，それは余技で，本職はデータベース屋である．
　日本の IT事情「ネットワーク社会とNPO」（須藤修）では電子地域通貨もNPOの手に
かかるとインパクトがありそうと知る．地域通貨といえばその昔ハーバード大学計算機セン
ターに計算時間予約のための通貨があり，なぜか円と呼ばれていた．
　歴史の連載「通産省と日本のコンピュータメーカ」（高橋茂）を読みながらはらはらす．
かくも明白に失敗失敗と書いてもよいのか．補助金が頂けるは結構だが，やはり砂漠に水を
撒いていたような気がしてならぬ．入れ知恵したはたそ．
　停電でもニューヨーク近辺で起きると規模壮大だ．その経験をした藤崎哲之助からアメリ
カ ITまわりの話題「米国 IT産業は回復したか」が来た．こういう市井の話題にもRFID
が当たり前に登場するようになった．
　プロムナードは寺田実が「木の図示」を書く．かっこの入れ子で表現した簡単な木構造を
分かりやすく図示する問題だ．コンテストの問題だけあって，解を一義にせねばならず，そ
の条件を決めるのに出題者は苦労したと思う．
　突然ですが，ここでクエスチョンです．大学生は 4年間に大学で何時間勉強するでしょ
うか．情報技術と教育で情報処理教育委員長筧捷彦が JABEEが固執する総学習保証時間
「1800 時間」を書いた．1800 時間を証明するのでも難儀なのに，2, 3 年前は 2000 時間が要
求され，2000 時間問題としてアクレディテーション委員会では頭を抱えていた．
　楯岡孝道のモバイルは今は「認証付きメール送信」だ．スパムをいかにして排除するか注
力の様が偲ばれる．狼の群の中で，羊や山羊が手紙を送ったり食べたりしている図を想像す．
それにしても最近のスパムはすごい．掃溜めの中からメイルを拾い出すが如し．
　とっきょNow! は岩﨑伸二の「DVD規格とその関連特許について」．DVD規格の特許戦略
が具体的に述べてある．企業連合の苦心，特許庁での対応ぶりがよく分かる．（jrh）
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